
　この研究の目的は，人の歩行で見られる重複歩の変

動性に歩調と重複歩距離がどのような役割を果たすの

かを調べることにある．8 名の健常者に対して，トレッ

ドミル上を決められた歩調，重複歩距離で歩行するよ

うに指示し，そのときの重複歩時間・距離因子の変動

性について検討した．被験者には，歩調を 0.08，0.89，

1.00，1.14，1.26　Hz の 5 パターン，重複歩距離を 0.95，

1.05，1.20，1.35，1.50　m の 5 パターンを指定し，そ

れぞれを組み合わせた計 25 施行で歩行を行わせた．

なお，被験者の歩調についてはメトロノームで，重複

歩距離については前方のモニターでフィードバックを

しながらできるだけ指定の歩調，速度で歩行を行うよ

うにさせた．重複歩の変動性を示す方法として，標準

偏差（SD）と変動係数（CV）を使用した．また，追加検

討として歩行速度を指定（0.75，0.90，1.15，1.45，1.75　

m／s）したときの歩調と重複歩距離の関係について検

討した．

　距離因子の変動では，重複歩距離が増加するにつれ

て変動係数の低下がみられ変動性の減少を示した．ま

た，歩調では 1　Hz で歩行したときが最も変動が小さ

い結果となり，最も変動性の低い歩行が得られた．一

方，時間因子の変動では，重複歩距離は 1.35　m，1.50　

m のときが他の重複歩距離よりも変動が小さかった．

歩調においては 1　Hz で歩行したときが最も変動が小

さい結果となった．

　歩行速度と歩調，重複歩距離の関係では，速い歩調

で重複歩距離が短い歩行では変動が大きい結果となっ

た．歩調が 1　Hz，重複歩距離が 1.20　m での歩行が最

も変動性が少ない傾向であった．

　これらの結果から，1　Hz の歩調がすべての重複歩距

離の変動を調整するのに最も適した歩調である考えら

た．歩調と重複歩距離の相互作用が人の歩行に影響を

及ぼしているものの，必ずしも変動性を減少させる要

因ではないと考えられた． 

　Modified Ashworth Scale（MAS）は，研究や臨床場面

において，筋痙縮の評価として最も広く使用されてい

るが，その評価には限界がある．上位運動ニューロン

病変患者の筋緊張亢進は，痙縮や thixotropy，筋粘弾性

の変化などから生じる．しかし，MAS は筋緊張亢進の

これらの構成要素を区別することはできない．また，

MAS は他動的なストレッチによる抵抗感と認められ

た角度からなり検査者の主観的な印象に依存する．本

研究の目的は，MAS が客観的な神経生理学的試験（H 

反射）と相互関係が存在するかどうかを証明すること

である．対象は，初回発症，少なくとも 6 か月経過し

た成人片麻痺患者であった．他動的な筋ストレッチの

抵抗は背臥位にて麻痺側足関節を評価した．すべての

検査は 1 人の検査者によって行われた．H 反射は 

Hmax：Mmax 比，H 反射潜時で評価された．25 名の

片麻痺患者の内，MAS スコア 1 が 14 名（A グルー

プ），スコア 2 が 10 名（B グループ）であった．1 名が

スコア 3 であったため除外とした．発症後期間は，A 

グループ 17.2 か月，B グループ 10.2 か月であった．H 

反射潜時平均値は，A グループ平均 33.2　ms，B グルー

プ平均 34.5　ms であり，グループ間には有意な差は認

められなかった．Hmax：Mmax 比は，A グループ平均 

0.55，B グループ平均 0.58 であり，グループ間におい

て有意な差は認められなかった．Hmax：Mmax 比は，

両グループ間には有意差が認められず，スコア 1 より

スコア 2 グループ患者のほうが高い値を示した．

Hmax：Mmax 比と MAS の間にはわずかな相互関係

を示した．このわずかな相互関係は，MAS 自体の問題

に起因するかもしれない．それは，このスケールは他

動的な筋ストレッチの抵抗で評価されるため，検査者

の主観的な判断に依存するからである．
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